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対面授業再開に向けた健康観察強化期間の設定及び帰寮について 

 

対面授業再開に向けて、下記の表のとおり、健康観察強化期間を設けたうえで、実習等に備えてもらうことに

なりましたので、お知らせします。これらを経たうえで、一時帰省している寮生には、帰省先から表に示す期間

に帰寮していただくこととします。なお、強化期間以外も全学生が健康観察を行いデータ送信することはこれま

でと同様です。 

区 分 4学年 1学年 3学年 2学年 

健康観察期間 

(帰省している寮生) 
6/27(土)～7/10(金) 8/15(土)～8/28(金) 8/22(土)～9/ 4 (金) 9/ 5 (土)～9/18(金) 

寮生帰寮期間 

各日とも9:00-17:00 
7/10(金)～7/12(日) 8/28(金)～8/30(日) 9/ 4 (金)～9/ 6 (日) 9/18(金)～9/20(日) 

健康観察期間 

(寮生全員・通学生) 
7/13(月)～7/26(日) 8/31(月)～9/13(日) 9/ 7 (月)～9/20(日) 9/ 5(土)～9/18(金) 

対面授業(実習) 

再開日 

7/27(月)～ 

総合実習 

9/14(月)～ 

対象の理解実習 

9/14(月)～対面授業 

9/21(月)～前学期実習 

9/23(水)～ 

対面授業 

【一時帰省している寮生】 

一時帰省している寮生の帰寮にあたっては、2 週間の健康観察を行ったうえで、体調に異常がないことを帰寮

の条件とします。このため、次の手順に従って下さい。 

(1)  帰寮当日までの2週間の健康観察強化期間中は、健康管理を充分に行い、毎朝体温を測定して、その日の体

調と共に健康アプリに入力し必ず毎日送信して下さい。（これができていない学生は「健康状態が把握できな

い」という理由で、帰寮を認めません）。また、帰省先においては、不要不急の外出は引き続き避けて下さい。 

(2)  帰寮期間における帰寮日及び帰寮時間については、事前に看護学務課へ連絡して下さい。 

(3)  帰寮当日に発熱などの症状がある場合には、看護学務課へ連絡の上、帰寮を延期して下さい。 

(4)  原則、自家用車を利用して帰寮して下さい（家族等に送ってもらうのは可）。やむを得ず、公共の交通機関を

利用して帰寮する場合には、できるだけ空いた車両などを選び、他の客などとの距離を充分にとって下さい。

いずれの場合も寄り道は厳禁で、一時帰省先から大学へ直行して下さい。 

(5)  帰寮後、寮における健康観察強化期間中においては、引き続き健康管理を十分に行い、毎朝体温を測定して、

その日の体調と共に健康アプリに入力し必ず毎日送信して下さい。（これができていない学生は「健康状態が

把握できない」という理由で、実習への出席を認めません）。 

(6)  帰寮後は、学生委員会が今後通知する「学生生活の新たな指針」を遵守し、特に不要不急の外出は控えて下

さい。万一、ウイルスが寮内に入ると、授業再開時期が延期になる可能性があります。 

【通学生・滞留している寮生】 

健康観察強化期間中においては、健康管理を十分に行い、毎朝体温を測定して、その日の体調と共に健康アプ

リに入力し必ず毎日送信して下さい。（これができていない学生は「健康状態が把握できない」という理由で、実

習への出席を認めません）。 

また、学生委員会が今後通知する「学生生活の新たな指針」を遵守し、特に不要不急の外出は控えて下さい。 

以上、大学内及び学生寮内にウイルスを持ち込まないように、また、万一持ち込まれても感染者や濃厚接触者

が最小限度内で収まるように、ご理解とご協力をお願いします。 


